
洲
Ｉ
１
１
ｉ
ｎ
ｌ
り
，
１
ｉ
ノ
ー
リ
リ
ー
リ
ー
ｊ
一

一
嘉
瀬
、
喜
良
市
も

一
サ
イ
レ
ン
で
正
午
を
一

一

一
淵
瀬
本
町
と
響
良
巾
支
所
伽
に
一
一

一
一
二
月
一
日
よ
り
毎
日
正
午
に
一

一
一
あ
る
サ
イ
レ
ン
は
、
今
ま
で
、
火

一
災
や
水
瞥
な
ど
災
害
時
の
瞥
報
等

一
に
の
み
彼
川
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
哉
封
睦
搾
歴
諦
醗
桂
弛
て
鴫
ら
す
一

一
一
正
午
の
サ
イ
レ
ン
は
十
五
秒
間
一

一
川
ら
す
の
で
す
が
、
火
災
瞥
報
な

一

一
ど
と
間
述
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く

一
だ
さ
い
ｏ

－
ｒ
Ｉ
１
１
ｉ
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●

【
写
真
Ⅱ
華
や
か
な
晴
着
姿
で
真
剣
に
討
議
す
る
成
人
式
風
景
】

』

6

●

戦
Ⅲ
、
珊
子
に
は
、
満
二
十
才
に
達

す
る
と
〃
微
睡
検
査
〃
と
い
う
制
度
か

あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
ひ
と
つ
の
境
目
に

な
り
、
心
構
え
も
大
人
（
お
と
な
）
に

ば
り
、
仙
間
で
も
は
っ
き
り
し
た
差
別

を
つ
け
た
も
の
で
す
。

戦
後
は
、
こ
の
制
腱
か
廃
Ⅱ
さ
れ
、

そ
れ
に
か
わ
っ
て
〃
成
人
の
Ⅱ
″
を

定
め
て
お
祝
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
満
ニ
ト
イ
の
誕
生
Ｈ
を
迎
え
〃
成

人
〃
に
な
っ
た
禰
君
は
、
法
仰
的
に
、

Ｎ
家
の
一
凸
と
し
て
尚
施
な
椛
利
と
推

務
が
与
え
ら
れ
一
人
別
の
社
会
人
と
し

て
、
厳
鯛
な
る
人
生
の
歴
史
の
蛸
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

激
動
す
る
で
あ
ろ
う
「
七
十
年
代
」

に
成
人
の
Ｈ
を
迎
え
ら
れ
た
苫
人
の
術

君
か
、
物
質
文
明
に
押
し
流
さ
れ
る
こ

と
な
く
〃
人
冊
ら
し
く
、
豊
か
に
生
き

る
″
た
め
に
、
諸
君
の
ひ
と
り
ひ
と
り

が
、
自
Ｊ
の
「
測
断
と
腫
兇
‐
一
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、
川
秋
し
て
い
る
難
問

題
に
立
ち
向
う
男
虹
が
生
れ
、
解
決
の

た
め
の
行
動
を
起
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
に
鱗
の
あ
る
今
年
の
新

成
人
は
、
三
両
十
八
科
あ
り
ま
す
。

毎
年
行
な
っ
て
き
ま
し
た
と
こ
ろ
の

一
川
十
五
Ｈ
の
み
成
人
を
祝
う
〃
錐
い

に
は
、
出
稼
ぎ
や
県
外
就
職
の
た
め
、

本
年
の
参
加
満
は
百
四
十
八
名
で
し
た

が
、
そ
の
円
の
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
ど

お
り
、
諸
君
か
『
真
の
平
和
民
主
主
褒

を
守
り
、
立
派
な
日
本
人
と
な
る
た
め

雌
善
の
努
力
を
つ
く
し
、
郷
士
を
愛
し

郷
土
の
発
峻
に
戊
献
す
る
』
州
も
し
い

若
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
し

て
町
発
肢
の
た
め
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
全
曲
が
〃
町
づ
く
り
″
の
太
い
綱
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

金
木
町
長
三
上
武
男

新
成
人
に
望
む

第114〃（1） |旧ll47ffljjfj
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昨
年
五
月
か
ら
『
金
木
町
振
興
に
関

す
る
基
本
的
問
題
お
よ
び
そ
の
対
策
方

向
等
に
つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

弘
加
大
学
小
林
時
三
郎
教
授
（
経
済
学

博
士
）
を
主
班
と
す
る
七
名
細
成
の
調

査
団
に
、
い
わ
ゆ
る
〃
町
づ
く
り
″
の

基
本
柵
想
に
つ
い
て
診
断
を
依
頼
し
て

い
る
ほ
か
、
上
水
道
、
畑
地
か
ん
が
い

用
地
下
水
お
よ
び
温
泉
源
の
適
地
等
の

水
資
源
の
予
備
調
在
を
、
弘
前
東
北
女

子
大
学
酒
井
恥
治
郎
教
授
（
理
学
博
士
）

【
写
真
Ｉ
放
任
さ
れ
て
い
る
金
木
地
区

の
畑
地
お
よ
び
原
野
】

・
６
■
０
日
４
９
，
０
■
０
０
Ⅱ
■
Ｄ
Ｏ
■
日
日
６
０
●
凸
１
Ｂ
■
０
■
Ｂ
■
■
■
９
日
０
日
日
心
Ｏ
Ｂ
０
日
９
０
■
０
９
９
０
０
■
１
０
日
１
日
Ｉ
Ｂ
■
９
，
０
■
Ｕ
Ｉ
Ｏ
■
０
０
Ⅱ
０
０
Ⅱ
１
０
０
１
Ⅱ
０
日
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
■

恒
例
力
名
刺
交
換
会
で
の
席
上
、
三
上
町
長
は
『
昨
年
の
反
省
と

昭
和
四
十
七
年
度
に
お
け
る
町
行
政
上
に
つ
い
て
の
方
針
』
を
述
べ

て
〃
年
破
の
辞
″
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
明
年
度
の
予
算

編
成
に
臓
接
関
係
あ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
主
な
も
の
を
次
に

紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

癖
四
十
七
年
度
の
重
要
施
策

豊
か
で
住
み
よ
い
町
に

国
有
林
活
用
は
調
査
を

年
頭
の
辞
よ
り

一
画
一
開
発
の
基
本
構
想
は

一
計
一

亙
弓
観
光
と
農
業
の

一
総
一

町
づ
く
り
を

〃
町
づ
く
り
の
基
本
櫛
想
″
は
二
月

中
に
、
ま
た
、
水
資
源
開
発
の
調
査
結

果
は
、
四
月
か
ら
本
調
査
に
入
り
六
月

末
ま
で
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
報
告
沓
が

提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
七

月
末
に
は
、
こ
れ
に
基
い
た
『
金
木
町

総
合
開
発
計
画
』
を
完
成
さ
せ
る
予
定

で
す
。
こ
の
総
合
開
発
計
画
は
昭
和
四

十
六
年
度
を
起
点
と
し
、
六
十
年
度
を

目
裸
と
し
た
〃
韮
本
櫛
想
″
に
基
い
て

の
五
カ
年
の
「
基
本
計
画
」
と
三
カ
年

間
の
「
実
施
計
画
・
一
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
が
「
実
施
計
画
」
は
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
域
一
町
道
整
備
は

一
広
一
．
百
パ
ー
セ
ン
ト
消
化

一
’
，
‐
。
‐
〆
っ

板
柳
町
を
除
い
た
西
北
五
地
域
広
域

市
町
村
圏
の
関
係
は
、
昭
和
四
十
六
年

●

に
委
托
し
て
い
ま
す
。

】
二

度
か
ら
実
施
に
入
り
ま
し
た
が
、
広
域

的
施
設
は
、
中
核
都
市
と
な
っ
て
い
る

五
所
川
原
市
に
ほ
と
ん
ど
集
中
さ
れ
る

の
で
、
当
町
は
、
中
央
公
民
館
、
総
合

グ
ラ
ン
ド
、
消
防
や
病
院
関
係
な
ど
を

除
け
ば
、
町
道
の
盤
術
が
亜
点
事
業
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
約
四
千
万
円Ｔ

明
四
十
七
年
度
は
約
五
千
万
円
を
道
路

撚
備
に
の
み
投
入
す
る
計
画
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
広
域
的
な
施
設
は
四
十
八

年
度
以
降
に
実
施
す
る
計
画
に
な
っ
て

い
ま
す
。

擬
川
川
、
蓬
田
村
、
中
里
町
、
金
木

町
の
二
郡
四
ケ
町
村
に
ま
た
が
る
大
規

模
草
地
開
発
事
業
は
、
県
畜
産
課
が
主

体
と
な
っ
て
、
明
四
十
七
年
度
に
洲
在

す
る
こ
と
に
本
決
り
と
な
り
、
四
十
八

年
度
か
ら
国
が
二
カ
年
に
わ
た
っ
て
調

査
、
五
十
年
度
か
ら
実
施
す
る
と
い
う

計
画
で
す
が
、
こ
れ
は
国
有
林
活
川
の

重
要
乎
業
で
も
あ
り
ま
す
。

み

こ
の
事
業
は
、
約
四
億
円
の
事
業
費

国 有 林
【
写
真
’
九
メ
ー
ト
ル
巾
の
町
道

新
喜
良
市
線
】

大
規
模
草
地
開
発
で

Ｌ解
牛
五
年
後
は
八
百
頭
に

で
関
係
町
村
か
、
津
軽
北
部
広
域
事
業

組
合
（
仮
称
）
と
い
う
コ
部
珊
務
組

合
」
を
組
紙
し
て
す
す
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
、
当
町
関
係
は
、
昭
和
五
十

三
年
度
ま
で
に
肉
用
牛
五
百
頭
、
乳
川

牛
三
百
噸
飼
育
が
目
標
と
さ
れ
て
お
り

農
家
所
得
の
塒
大
に
、
蚊
も
期
待
か
か

け
ら
れ
る
も
の
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

●

一
野
一
畑
作

一
原
一
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を

。
、
一

一
畑
一
畜
産
振
興
は
乳
牛
で

川
倉
ｌ
金
木
ｌ
坂
永
地
区
の
畑
地
お

よ
び
原
野
な
ど
約
九
百
鯵
を
、
喋
約
的

な
畑
作
と
語
脈
振
興
に
役
立
て
よ
う
と

し
て
計
画
中
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
畑

か
ん
が
い
用
の
地
下
水
の
確
保
の
た
め

の
地
咽
調
在
を
実
施
し
、
川
四
十
七
年

度
に
は
、
単
年
度
で
次
の
事
業
を
実
施

す
る
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

畑
作
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

こ
れ
は
、
総
猟
業
費
紬
三
千
七
百
万

円
で
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
畑
地
か
ん

が
い
刑
水
を
確
保
し
、
対
象
面
積
は
金

木
二
二
・
一
鯵
、
川
倉
三
五
鯵
、
坂
本

二
三
・
五
鯵
。
主
な
作
目
は
、
馬
鈴
堺
、

長
い
も
、
大
根
、
人
参
、
ゴ
ボ
ウ
、
白

菜
、
メ
ロ
ン
な
ど
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ト
レ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
農
機
具
導
入
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
体
は
、
金
木
展
業
協
同
組
合

で
県
費
補
助
か
四
割
で
す
。

特
産
物
生
産
団
地
育
成
事
業

川
倉
地
区
二
○
鯵
、
金
木
、
坂
本
地

区
三
○
鯵
の
タ
バ
コ
栽
培
の
噌
反
事
業

で
、
タ
バ
コ
の
共
同
利
川
施
設
や
膠
機

具
導
入
等
、
県
曲
捕
助
四
洲
の
総
事
業

費
約
二
千
三
百
万
円
で
二
カ
年
で
実
施

し
ま
す
。

団
体
営
草
地
開
発
事
業

総
事
業
費
約
五
千
六
百
万
円
。
こ
れ

は
川
倉
地
区
の
原
野
を
草
地
と
し
て
改

良
し
、
金
木
町
全
体
で
、
現
征
一
二
○

頭
の
乳
川
牛
を
、
五
年
後
に
は
、
二
丘

○
噸
に
ふ
や
す
と
い
う
計
画
で
、
牧
さ

く
、
待
避
舎
な
ど
共
同
利
川
施
設
な
ど

の
事
業
も
含
み
ま
す
。

こ
れ
も
辮
業
主
体
は
金
木
腱
陥
で
、

国
、
眼
の
補
助
か
七
割
と
尚
率
で
す
。

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
と
は

三
カ
年
の
実
施
計
画
を
た
て
た
一

場
合
、
仮
り
に
、
初
年
度
に
実
施
一

で
き
な
か
っ
た
事
業
が
あ
れ
ば
、
一

次
年
度
に
お
い
て
実
施
す
る
よ
う
一

コ
ロ
が
し
て
計
画
を
変
更
し
て
い
一

く
方
式
を
い
い
ま
す
。
広
域
市
町
一

村
闇
討
Ⅲ
も
こ
の
方
式
を
採
川
し
一

て
い
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
と
は

二
カ
町
村
以
上
の
地
方
公
共
団
一

体
で
、
役
場
事
務
客
共
同
処
理
す
一

る
組
合
で
、
例
え
ば
金
木
、
中
里
一

の
二
町
で
も
っ
て
組
織
し
て
い
る

〃
津
峰
北
部
消
防
蛎
務
組
合
″
や
一

〃
西
北
五
衛
生
処
理
組
合
（
ゴ
ミ
一

し
尿
処
理
）
〃
な
ど
か
そ
れ
で
、
一

関
係
町
村
議
会
で
選
任
し
た
議
員
一

で
構
成
す
る
組
合
議
会
も
あ
る
特
一

別
地
方
公
共
団
体
で
す
。

６
・
§
く
く
’
㎡
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金
木
町
社
会
柵
祉
協
議
会
（
会
長
花

田
一
氏
）
で
は
、
毎
週
木
暇
日
午
前
九

時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で
〃
心
配
ご
と

州
談
所
″
を
金
木
町
役
場
の
職
日
食
堂

で
開
い
て
い
ま
す
。

こ
の
机
談
肋
は
、
心
配
ご
と
や
悩
み

ご
と
の
あ
る
方
の
ご
相
縦
に
応
じ
日
附

生
活
の
手
助
け
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ご
相
談
を
受
け
た
内
容
に
つ
い
て
は

絶
対
に
秘
密
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
気
慨
に
お
出
で
く
だ
さ
る

こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
助
開
設
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

心
配
ご
と
相
談
所
開
く

毎
週
木
曜
日
に
職
員
食
堂
で

【
写
真
Ｉ
名
刺
交
換
会
で
年
頭
の
辞
を
述
べ
る

三
上
町
長
〕

|月 談員｜’ 月日｜相
｜
相 相談貝

田中長右術門
大橘喜八郎

日

長
卜
｜
正
哲

川
沢
一
川

臼
西
今
日

｜
｜
治
子

鑑
障
一
醸
癖
一
賢
京

｜’.20 3．2

男義
m一

工藤
山中

3．91.27

●輝
や
か
し
い
新
春
を

寿
ぎ
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年

は
、
内
外
と
も
に
、
史

上
雌
大
の
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
年
だ
と
思
い
ま

す
。
中
国
の
国
連
加
脱

と
円
の
切
り
上
げ
、
そ

し
て
隣
村
の
車
力
の
ミ

サ
イ
ル
射
勘
の
問
題
な

ど
、
国
際
情
勢
の
変
化

に
よ
る
影
響
が
私
た
ち

の
町
に
も
、
し
だ
い
に

身
近
か
な
問
題
と
し
て

感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。た

だ
、
昨
年
の
金
木

と
し
ま
し
て
は
理
事
者

で
あ
る
私
か
、
約
四
カ

月
間
病
気
の
た
め
入
院

し
ま
し
た
ほ
か
、
い
ろ

白川
西沢

工藤
相馬

｜
I

l

長吉
トミ

2．3 3．16

今
白川

工藤
相馬

正 志
哲子

賢治
京子

準
た

前出
木下

術
み 3．232．10

皮坂窟治
今 き ぬ

3．302．17

’
1 外崎栄

原田ざだ2.241

い
る
粁
余
曲
折
が
あ
り
、
申
し
わ
け
な

い
と
存
じ
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
西
北
五
広
域
圏
計
画
の
実

施
第
一
年
次
を
迎
え
、
町
道
整
備
事
業

費
に
四
千
万
円
近
く
投
費
で
き
た
こ
と

を
は
じ
め
、
班
瀬
小
学
校
輔
一
期
工
事

の
蒲
工
、
癩
瀬
公
民
航
の
完
成
、
職
業

訓
練
所
の
墹
築
、
喜
良
市
小
学
校
と
金

蕊
問
題
山
積
の
年

一
》
弱
鐸

町
づ
く
り
に
全
力
傾
注

唾
室
口
悪
詮

珂
一
口
￥
。
．
や蕊

金
木
町
長
三
上
武
男

木
中
央
公
民
航
用
地
の
確
保
そ
し
て
股
そ
の
た
め
に
は
、
弘
前
大
学
の
小
林

協
合
併
の
実
現
、
小
田
川
土
地
改
良
区
教
授
を
主
班
と
す
る
洲
斉
団
の
診
断
鋤

の
誕
生
な
ど
割
合
い
ス
ム
ー
ズ
に
い
つ
に
基
い
て
、
町
民
の
皆
様
と
の
話
し
あ

た
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
い
に
よ
る
『
明
る
く
斑
か
な
町
づ
く
り

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆
様
の
肉
付
け
』
い
わ
ゆ
る
〃
金
木
町
総
合

の
ご
理
解
あ
る
ご
協
力
と
、
関
係
各
機
開
発
訓
画
″
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

関
や
名
和
団
体
の
絶
大
な
る
ご
支
援
に
水
資
源
と
観
光
賛
源
開
発
の
た
め
の
現

よ
る
賜
と
存
じ
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
地
調
査
を
行
な
う
一
方
、
町
自
体
と
し

【
写
真
Ｉ
窓
口
で
相
談
を
受
け
る
ひ
と
コ
マ
】

●

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
即
事
者
と
し
て
の

私
に
と
っ
て
は
、
町
良
三
期
目
の
三
年

目
を
迎
え
る
亜
大
な
時
期
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
に
、
特
色
あ
る
〃
町
づ
く
り
〃

榊
想
の
ま
と
め
の
年
で
あ
る
と
考
え
、

全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
を
き
め
て
お
り

ま
す
。

溌蕊蕊識
ｂ
〃
４
７
司
令
ｄ

那
加
《
姥

出
稼
ぎ
収
入
の
税
金
に
つ
い
て

問
出
稼
ぎ
し
た
場
合
、
そ
の
収
人
に
対
し
て
税
金
が
か
か

り
ま
す
か
。

ま
た
、
世
桁
主
が
水
川
一
鯵
耕
作
し
、
そ
の
長
男
か
、
川

稼
ぎ
で
五
十
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
場
合
、
蝿
ら
ぐ
ら
い
の

税
金
が
か
か
り
、
そ
の
税
金
は
、
誰
の
名
儀
で
課
税
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
尖
業
保
臓
と
税
金
の
関
係
か
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
金
木
町
腿
Ｋ
・
Ｈ
生
）

課
税
対
象
に
な
る
細
部
は
税
務
課
へ

答
出
稼
ぎ
の
収
入
は
失
業
保
炊
余
の
受
給
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
（
失
業
保
険
金
そ
の
も
の

は
対
象
外
）
・

町
、
県
民
税
の
場
合
の
例
を
と
り
ま
す
か
、
税
金
と
し
て

賦
課
さ
れ
る
額
は
医
擦
費
、
生
命
保
険
や
扶
餐
賀
な
ど
の
所

得
控
除
か
、
納
税
者
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
川
稼
ぎ
で
五
十

万
円
の
収
入
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
状
況
か
わ
か
り
ま
せ
ん
か

ら
、
計
算
の
し
ょ
う
が
な
い
の
で
す
。

な
お
、
出
稼
ぎ
に
よ
る
長
列
の
収
入
に
つ
い
て
は
隆
男
に
、

世
粥
主
の
収
入
に
対
し
て
は
、
世
附
主
に
、
そ
れ
ぞ
れ
税
金

か
課
せ
ら
れ
ま
す
。
（
税
務
課
）

て
は
、
昨
年
か
ら
制
腱
化
さ
れ
た
『
自

然
休
養
村
』
へ
の
立
候
補
、
畑
作
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
の
指
定
実
施
、
弼
瀬
小
学
校

の
第
二
期
工
事
、
山
村
振
興
法
に
よ
る

喜
良
市
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
新
投
。

国
、
県
お
よ
び
広
域
関
係
で
は
、
広
域

圏
誹
画
、
特
に
町
辿
推
附
邪
業
の
百
パ

ー
セ
ン
ト
消
化
、
小
川
川
地
区
土
地
改

良
事
業
の
促
進
、
主
要
叫
道
昇
格
の
青

森
Ｉ
金
木
線
の
光
通
、
盤
剛
、
蓬
川
、

中
里
、
金
木
の
三
町
一
力
村
に
ま
た
が

る
貼
巾
事
業
の
瀧
軽
北
部
大
規
樅
戚
地

開
発
州
業
な
ど
、
飛
典
邪
項
が
川
秋
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町
政
転
換
の

新
風
を
吹
き
こ
む
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の

町
砿
会
議
画
の
選
挙
か
間
近
か
に
搾
え

る
な
ど
、
誠
に
亜
大
な
年
で
あ
る
と
存

じ
ま
す
。

私
は
じ
め
町
即
事
者
側
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
こ
の
重
大
な
年
を
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
無
淵
粟
り
切
る
べ
く
全

力
を
傾
け
た
い
と
考
え
て
お
り
家
す
。

(3）

2“
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【
赴
任
す
る
金
先
生
】
に
診
療
所
東
京
都
世
田
ケ
谷
区
駒
沢
病
院
に
も
勅
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

黒
石
市
に
あ
る
青
森
雌
立
鯉
業
誰
習
物
、
作
文
い
た
封
筒
に
二
十
円
切
手
を
は
っ
て

所
は
、
二
カ
年
の
抑
程
で
股
業
改
良
晋
２
口
頭
試
問
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

及
員
と
、
股
業
技
術
者
の
整
成
の
た
め
３
体
力
検
査
，
‐
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
１
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ

次
の
と
お
り
誠
習
生
を
募
集
し
て
い
ま
四
提
出
沙
類

住
宅
相
談
と
講
習
会

す
。
１
入
所
願
跡

一
受
験
資
絡
２
腫
歴
鋤

１
商
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
四
十
七
３
殿
終
出
身
学
校
の
調
査
灘
股
家
住
宅
の
新
築
、
地
改
築
に
つ
い

年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
４
身
体
検
査
茜
て
の
巡
回
相
談
所
を
二
月
三
日
午
前
九

２
高
等
学
校
卒
業
錨
．
；
．
．
．
．
’
●
．
．
；
●
電
』
．
、
・
診
画
、
ｊ
●
、
●
琴
●
壱
’
零
．
．
●
診
●
：
：
．
．
．
・
・
・
鰺
霞
．
●
：
：
●
．
●
鰺
．
》
５
戸
鯖
抄
本
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
金
木
町

者
と
同
等
以
上
の
》
昭
和
四
十
七
年
度
抄
五
願
芯
の
提
役
場
三
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
設
す

癖
鰡
蕊
謂
》
農
業
講
習
生
の
募
集
《
蜘
桝
軸
七
維
珪
諦
謡
難
癖
》
灘

二
試
験
の
期
日
、
；
径
・
く
・
字
‐
鴎
煎
く
●
季
、
、
●
ぐ
や
●
．
…
、
’
１
．
●
；
：
．
‐
●
塚
．
・
・
く
紅
．
く
●
寺
も
．
。
．
？
年
二
月
一
日
な
お
、
こ
れ
は
、
住
宅
設
計
、
資
金

賜
所
か
ら
二
月
二
十
九
日
ま
で
関
係
、
新
し
い
磁
気
器
具
、
配
線
、
家

１
期
日
昭
和
四
十
七
年
三
月
十
四
六
合
格
発
表

庭
地
気
設
備
関
係
な
ど
の
各
専
門
加
談

日
、
十
五
日
昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
二
日

員
を
招
き
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
住
宅
を

２
場
所
黒
石
市
大
字
懇
石
字
砂
森
七
そ
の
他

受
験
に
必
要
な
受
験
願
北
Ｕ
等
の
用
新
築
あ
る
い
は
期
改
築
の
際
の
参
考
に

青
森
県
立
股
業
誹
習
所
紙
は
股
業
識
習
所
ま
た
は
各
地
方
の
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

三
試
験
科
目
県
股
林
邪
務
所
に
あ
り
ま
す
。

受
講
ご
希
望
の
方
は
金
木
町
役
場
建

１
飛
肥
試
験
現
代
国
語
、
倫
理
．
な
お
、
受
験
願
神
等
の
用
紙
の
郵
設
裸
又
は
股
業
改
良
普
及
所
（
役
場
三

社
会
、
数
学
１
、
生
送
を
求
め
る
場
合
は
、
あ
て
先
を
醤
暗
）
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

務
し
た
こ
と
が
あ
り
、
日
本
語
を
自
由

一
世
蠅
静
舗
傾
雲
鈍
り
淵
今
干
一

、
っ
、
ｑ
令
旬
ｂ
ロ
小
‐
・
ロ
小
。
。
《
歩
．
、
口
呵
、
毎
吋
。
。
句
巳
．
《
．
、
凸
鈩
。
や
。
蝿
。
。
や
、
０
。
《
Ｄ
・
己
呵
△
誌
０
．
．
呵
・
・
姉
。
。
⑪
じ
。
私
、
。
句
。
。
可
。
“

。
》
‐
、
酔
口
。
が
’
凸
が
“
。
Ⅳ
。
ロ
勺
“
。
鈩
壷
。
ｑ
‐
凸
鄙
争
。
□
。
』
駅
。
．
”
渉
口
”
昨
‐
禄
。
。
■
．
’
・
ひ
．
。
■
‐
‐
凸
が
、
《
。
．
■
０
．
ロ
。
。
勺

に
活
す
外
科
系
の
医
師
で
す
。

●
●
曲
凸
●
●
●
争
申
④
●
口
与
◆
ａ
ｇ
ａ
Ｕ
凸
■
●
甲

菫
［
蕊
諒
所
再
開
蕊
》
〃
先
生
が
喜
良
廓
診
療
所
長
ｆ

‐
‐
：
．
．
：
‐
‐
．
．
《
》
》
》
一
補
》
》
派
琿
《
簿
『
簿
、
簿
澪
簿
、
薄
『
薄
“
針
て
就
任
す
る
こ
と
に
き
ま
っ
た
い
き
さ

。
■
《
●
『
已
勾
ら
へ
■
『
■
恥
■
《
■

』
胡
や
ロ
独
．
ロ
熟
ｂ
ロ
熟
ｂ
＃
《
・
か
《
”
灸
守
命
ず

つ
は
、
無
医
村
対
策
に
奔
走
し
て
い
る

国
・
県
会
議
員
や
町
長
も
参
加

所
長
に
金
先
生
腫
川
一
実
（
金
木
町
溌
瀬
川
島
）
県
議

会
議
員
が
特
に
、
喜
良
市
、
市
浦
、
小
在
青
金
木
会
で
は
、
年
一
回
の
総
会
身
内
や
知
人
の
刀
が
あ
れ
ば
、
左
肥
の

油
の
実
怖
を
、
韓
国
の
日
本
無
医
村
対
を
、
来
る
二
月
四
日
（
金
）
午
後
五
時
と
こ
ろ
ま
で
、
ご
而
倒
で
も
、
お
知
ら

開
業
医
や
め
て
韓
国
か
ら
策
協
議
会
に
曹
今
実
現
さ
せ
た
も
の
か
ら
、
青
森
巾
淵
国
際
会
鯨
で
開
く
せ
く
だ
さ
る
よ
う
覗
務
川
で
は
お
闇

で
す
。
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
、
側
会
で
は
、
し
て
い
ま
す
。

昨
年
三
月
、
お
医
者
さ
ん
が
一
身
上
再
開
を
目
標
に
手
統
き
を
進
め
て
い
る
原
田
県
霞
の
話
Ⅱ
幸
い
な
こ
と
に
日
本
気
幡
に
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
呼
び
か
総
会
当
日
に
は
、
来
賓
と
し
て
出
州

の
郁
合
で
退
職
し
た
た
め
、
休
業
状
態
町
当
局
も
、
ま
す
は
ひ
と
安
心
と
胸
を
大
学
時
代
の
先
誰
柵
田
健
二
さ
ん
が
同
け
て
い
ま
す
。
す
る
郡
励
参
縦
院
議
風
、
花
川
、
原
川

に
あ
っ
た
喜
良
市
診
旅
所
で
は
、
こ
の
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。
三
氏
の
同
級
生
の
雀
飯
君
さ
ん
（
韓
国
日
在
青
金
木
会
と
は
、
旧
金
木
町
、
沸
川
雌
議
会
議
員
や
三
上
金
木
町
長
を
州

ほ
ど
、
韓
喜
良
巾
診
擦
所
長
と
し
て
就
任
す
る
一
霊
鞭
銅
鍛
稚
麺
“
銅
墨
醒
蝿
鋒
癖
麺
妬
瀬
碓
青
肇
群
峰
維
碓
岬
卵
識
鄙
町
珊
跡
杣
叫
嚥
鑑
識
顎
》
咋
軌
醗
鉢
馴
帳
垂
訓

は
、
こ
の
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

国
か
ら
医
お
医
者
さ
ん
は
、
現
任
、
韓
国
の
主
部
毒
し
て
、
雀
さ
ん
と
懇
意
の
間
柄
に
あ
る
青
森
巾
に
居
住
し
て
い
る
人
た
ち
で
結
い
ま
す
。

師
を
招
へ
京
城
（
ソ
ウ
と
特
別
市
で
開
業
し
て
８
現
韓
国
大
統
領
補
佐
官
朴
恨
速
氏
の
厚
成
し
、
親
睦
を
は
か
る
難
い
で
す
。
◇
事
務
川
の
住
所

い
す
る
こ
い
る
金
鼎
狐
（
キ
ン
テ
イ
キ
）
先
生
（
六
ｘ
恵
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
今
現
在
、
青
森
巾
に
住
ん
で
い
る
方
で
壷
○
三
○
’
○
一

と
に
な
り
二
）
で
、
昭
和
十
年
三
月
東
康
医
学
専
心
後
も
西
北
地
方
ば
か
り
で
な
く
、
医
師
名
帥
の
わ
か
っ
て
い
る
の
が
百
三
十
名
青
森
巾
横
内
字
泉
七
九
の
八

餌
月
上
旬
門
学
校
（
現
火
京
医
大
）
を
卒
業
し
、
不
足
で
悩
ん
で
い
る
地
域
の
た
め
、
努
ほ
ど
で
す
が
、
そ
の
う
ち
、
住
所
不
明
今
英
三
〃
征
背
金
木
会

に
診
療
所
東
京
都
世
田
ケ
谷
区
駒
沢
病
院
に
も
勅
力
す
る
つ
も
り
で
す
。
の
方
が
三
十
名
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
お
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